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研究成果の概要（和文）：澱粉合成を担うオルガネラであるアミロプラストに蓄積するGFPを発現する形質転換
体をイネとオオムギで作出した。澱粉粒の合成時期である種子登熟期に注目し、アミロプラストの形状を観察し
た。その結果、オオムギとイネ両方において、複数個の澱粉粒が内在しているアミロプラストを見出した。特に
オオムギにおいては、澱粉粒の観察だけでは独立に存在していると思われた大小二極性の澱粉粒が、１つのアミ
ロプラストに内包されている事が分かった。登熟の過程でまず大澱粉粒が形成され、その後に小澱粉粒が形成さ
れることも分かった。さらに、澱粉粒の形状に異常を示す変異体をオオムギで新しく単離し、解析を開始した。

研究成果の概要（英文）：We generated transgenic plants expressing amyloplast-accumulating GFP in 
barley and rice. In this transgenic plant, amyloplasts and starch grains can be visualized directly 
and indirectly, respectively. We could observe amyloplasts and starch grains in developing endosperm
 to capture the live images how amyloplasts and starch grains are developed. In the case of barley, 
the multiple simple starch grains were present in a single amyloplast, and the large and small 
starch grains were also present in the same amyloplast. In the case of rice, some amyloplasts 
contained multiple compound starch grains especially in the early stage of development. These 
observations are the novel discovery of new morphological features for amyloplasts and starch grains
 in these cereals.The transgenic plants produced in this study will be an important tool for the 
analysis of cereal starch-related mutants in the future.

研究分野：植物細胞育種学

キーワード： 澱粉粒　アミロプラスト　イネ　オオムギ　GFP　可視化　胚乳　種子
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研究成果の学術的意義や社会的意義
澱粉は我々の主食としてだけでなく、様々な加工製品として利用されており、澱粉は人類に重要な物質である。
近年、消化性や糊化特性が変化した澱粉を発達させるイネやムギ類が育種されており、新しい澱粉素材として期
待されている。本研究で得られた澱粉粒ならびに澱粉粒を合成するオルガネラであるアミロプラストについての
観察結果は、今後の澱粉育種の基盤となる新知見を提供する。また、本研究で作出した形質転換体は、アミロプ
ラストだけでなく他の組織の色素体も可視化できることから、植物病理学や植物発生学を専門とする研究者から
材料のリクエストがあり、学際的に有用な研究ツールを提供できたと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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